
アプリケーション
ブリッジング機能が非常に
フレキシブルであるので、
どんなCOM クライアント環境からでもJ-Integraを使用することができ、
多くの種類のCOMオブジェクトにもアクセスすることができます。
J-Integraの使用例として以下のものがあります。

ポータブルかつシームレス
pure Java 実行では、J-IntegraはどんなJVM上でも動きます。COMタイプを
Javaネイティブタイプへマッピングすることから、新しい型の体系を学んだり、
型変換のコードを書いたりする必要はありません。Visual Basicのstringは、
java.lang.Stringであり、Dateは、java.lang.Dateです。

Visual Basicで起こる例外は、標準のtry ～ catch構文を使用してJavaコードで
catchすることができます。同様に、Javaコードから例外をthrowすることができ、
それはCOMオブジェクト(VB、あるいはC++)にcatchされます。COM接続点は、
Javaのイベント体系にマッピングされます。

□　COM/Java APIを製品に提供
□　ASP(Active Server Pages)からEJB(Enterprise Java Beans)にアクセス
□　Javaコードからマイクロソフト Excel スプレッドシートを生成
□　EJBからVisual Basic クライアントを生成
□　JSPからマイクロソフト Exchangeにアクセス
　　 (例 webベースの電子メール)
□　Javaコードからマイクロソフト Word文書生成

pure Java クライアントとマイクロソフト COM コンポーネントを統合

□　pure Java DCOM の実行
      どんなJVMでも、どんなプラットフォーム
      でも

□　JavaからCOMにアクセス
      COMからJavaにアクセス

□　Windows プラットフォームでの高速度な
     "ネイティブモード"

□　数多くのステップバイステップ例がある
      使いやすさ

□　ゼロクライアントとサーバーインストール
      オプション - COM プラットフォームに
      JVMや他の追加のソフトウェアは不要

Intrinsyc J-Integra
Intrinsyc J-Integraを使用して、
JavaからCOM コンポーネントに、
それらがあたかもJavaオブジェクト
であるかのようにアクセスすること
ができます。また、COMからJava
オブジェクトに、それらがあたかも
COMコンポーネントであるかのよう
にアクセスすることができます。

pure Java DCOM の実行では、
J-Integraは、どんなプラット
フォーム上でも動くどんな
JVMにでも使用することが
できます。

J-Integraはまた、Windows
プラットフォーム上で動く時に
パフォーマンスを最大にする
"ネイフィブモード"オプションを
サポートしています。
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パワーはあなたのもの
J-Integraのフレキシビィリティをご利用ください。
□　既存のCOM ビジネス ロジック オブジェクトに
　　 Javaからアクセス
□　既存のJava ビジネス ロジック オブジェクトに
      COMからアクセス
□　既存のCOMベースの製品にJava APIを提供、
      逆にJava APIに既存のCOMベースの製品を提供
□　何千ものCOM コンポーネントとJAVA オブジェクトを
　　 再利用
□　VB クライアントマシーンに特定のソフトウェアを
     インストールせずに、VB クライアントから
     Javaオブジェクトにアクセス

ランタイム プラットフォーム サポート
□　JDK 1.1.6 以上をサポートしているJVMが
     動くプラットフォーム
□　Windows 9x/ME/NT/2000上で動く
     開発ツール(例えば、com2java ユーティリティ)

どこでも動くJava ソフトウェアを作り、COM コンポネントを
再利用したいという要求には、J-Integraが応えます。

例として以下のものがあります。
□　JavaからExcelへ
□　JavaからVisual Basicへ、Visual BasicからJavaへ
□　JavaからVisual C++へ
□　COMにアクセスする JavaServer Pages
□  Excel VBAからJavaへ
□　ASPからJavaへ
□　DelphiからJavaへ
□　Inprise Application Server
□　SilverStream Application Server
□　BEA WebLogic
□　IBM WebSphere Application Server
□　NetDynamics
□　iPlanet Application Server
□　JBuilder
□　IBM Visual Age
□　Java AWT コンテナの中のActiveX コントロール
□　JavaからRational Roseへ
□　Microsoft Outlook
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